別記様式第3号
	鉄骨加工状況報告書

　年　月　日

建築主事様
（建築副主事）

建築基準法第１２条第５項の規定に基づき、建築基準法及び関係法令に適合

する様に施工された事を確認しましたので、下記のとおり報告します。

工事監理者
事務所名
級建築士事務所(大臣・知事)登録　第
号

所在地


資格
級建築士(大臣・知事)登録　第
号

氏名


電話番号



	工事概要
	工事名称
	

	
	建築主
	

	
	工事施工者
	

	
	建築確認
	　　年　　月　　日　　第　　　　　　　　　　　　　　　号

	
	建築場所
	

	
	構造
	S　/　SRC
	規模
	地上　階/地下　階、延床面積　　　　　　m2

	鉄骨加工工場
	工場名　建設業の許可(大臣・知事)登録第　　　　　　　　　　　　　　　号

所在地

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号

	溶接部の第三者検査機関
	検査機関名

所在地

資格

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号

	添付書類
	□鋼材の規格証明書

□溶接部の強度試験成績書
	□資格証等(写し)

□鉄骨加工状況写真
	□溶接部の非破壊検査報告書

□

	備考
	


	鋼材材質
	柱


	
	横架材
	
	斜材
	

	
	
	
	
	
	
	

	溶接
	開先形状
	

	
	ルート面・間隔
	

	
	柱と梁の仕口のダイアフラムとフランジのずれ
	

	
	突合せ継手の食い違い
	

	
	溶接工の決定
	□資格証確認□技量試験

□その他(　　　　　　　　　　　　)

	
	仮付け溶接
	

	
	溶接姿勢
	

	
	エンドタブ
	

	
	溶接材料
	

	
	溶接部の検査状況

検査率(合格率)
	[外観]

自主　　　　　%(　　%)

第三者　　　　%(　　%)
	[非破壊検査]

自主　　　　　%(　　%)

第三者　　　　%(　　%)

	ボルト等
	接合方法
	□高力ボルト　□ボルト

□リベット
	ボルト径
	□M16　□M20　□M22

□その他(　　　　　　　)

	
	縁種類
	□せん断　□自動ガス切断

□その他(　　　　　　　)
	縁端距離(mm)
	

	
	摩擦面の処理方法
	□黒皮除去後自然放置　□ショットブラスト

□その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	総合所見

(不具合の手直し要領等)
	


鉄骨加工状況報告書は、鉄骨造建築物等の適正な品質の確保をはかるために建築基準法第12条5項に基づき、当該建築物の鉄骨加工工場で鉄骨加工完了時、鉄骨工事の施工状況報告を求めるものです。この報告書の記入に当たっては、下記を読んで記入してください。(参考JASS6)
	一般事項
	報告者及び作成者
	報告者は、当該建築物の建築主及び建築主から依頼された工事監理者とし、作成者は、当該建築物の工事監理者としてください。また、構造担当者と十分打合せを行ってください。(必要に応じて、工事施工者の協力を得て作成しても差し支えありません。)

	
	工事名称
	当該工事の現場名称を記入してください。

	
	建築確認
	建築確認通知書に記載されている確認年月日及び確認番号を記入してください。

	
	構造
	該当する項目に○印をつけて下さい。該当する項目のない場合は、備考欄に記入してください。(鋼管コンクリート造等)

	
	規模
	建築確認通知書に記載されているとおり記入してください。(変更のあった場合は変更後のものを記入してください。)

	
	鉄骨加工工場
	当該建築物の鉄骨加工を行った工場名称等を記入してください。

	
	溶接部の第三者検査機関
	当該建築物の溶接部の非破壊検査を実施した検査機関の名称等を記入してください。

	
	添付書類
	建築主事等より報告を求められた項目をチェックし、同時に資料を提出して下さい。

	
	備考
	その他明記すべき事項があれば記入してください。

	
	鋼材材質
	使用個所ごとの材質を記入してください。

	溶接
	開先形状
	開先角度、開先部の清掃状況等の監理方法及び所見を記入してください。

	
	ルート面・間隔
	ルート面、ルート間隔の監理方法及び所見を記入してください。

	
	柱と梁の仕口のダイアフラムとフランジのずれ
	ずれの最大寸法及び所見を記入してください。ただし、ずれが建設省告示第1464号の規定を上回った場合は、総合所見に不具合の処置を詳しく記入してください。

	
	突合せ継手の食違い
	食違いの最大寸法及び所見を記入してください。ただし、食違いが建設省告示第1464号の規定を上回った場合は、総合所見に不具合の処置を詳しく記入してください。

	
	溶接工の決定
	該当鉄骨工事の溶接作業内容に応じた有資格者である事を確認の上、必要であれば技量試験等実施し、その方法を記入してください。

	
	仮付け溶接
	仮付けを行った場所及び、それに対する所見を記入してください。

	
	溶接姿勢
	作業姿勢を記入してください。特殊な作業姿勢をとる場合は、溶接工の技能を確認した方法をあわせて記入してください。

	
	エンドタブ
	種類及び、取付状態を記入してください。

	
	溶接材料
	種類及び、規格を記入してください。

	
	溶接部の検査状況
	自主検査及び、第三者検査それぞれ検査率、合格率を記入してください。不合格となった検査個所についての手直し要領を総合所見に記入してください。

	ボルト等
	現場接合方法
	接合方法をチェックしてください。

	
	ボルト径
	使用するすべてのボルト径をチェックしてください。

	
	縁種類
	鋼材の切断方法をチェックしてください。

	
	縁端距離
	使用するボルト径についてそれぞれ最小縁端距離を記入してください。

	
	摩擦面の処理方法
	処理方法をチェックしてください。

	総合所見
	所見及び、不具合となった個所の措置等を記入してください。


